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ア メ リ カ お よ び オ ラ ン ダ に お け る

イ ン ドネ シ ア 研 究 の 現 況

永 積

Ⅰ

欧米における東南アジア研究については,

1961年に一橋大学教授板垣与-氏が ｢欧米の

東南アジア研究｣ と題する報告を,アジア経

済研究所の委託研究として発表 しておられる｡

また京都大学の東南アジア研究センター発足

に際しても,詳細な報告書が作成されている

ので,それらと重複するのを避けて,ここで

はだいたい1961年以後現在 (67年10月)まで

の,アメリカおよびオランダにおけるインド

ネシア研究について,わたくしの狭い見聞を

語ることにする｡

1961年 9月にアメリカに渡ったわた くLは,

西部, 申 部を割愛 して,ただちに東部ニュー

ヨ-ク州イサカ市のコ-ネル大学に行き,こ

こに合計 3年半滞在 してインドネシア近代史

の研究に従事 した｡その間に64年夏,イエー

ル大学においてインドネシア語夏期講座に10

週間出席 しただけで,他の大学で学ぶ機会が

なかったので,視野は自然この両大学に限ら

れる｡両大学はアメリカの東南アジア研究に

おいて最も古い歴史を誇 り,イェ-ルはどち

らかといえば東南アジア大陸部,コ-ネルは

鳥峡部 に力を 注いでいる｡ イェール大学 の

インドネシア専攻 学者は, 歴史学 のベ ンダ

(HarryJ.Benda) と言 語 学のダイアン (Isi-

doreDyan) くらいであろう｡ ベンダは口本

軍 占触時代の経験をいかして ｢三 日月と昇る

日召

口｣ (HarryJ.Benda,TheCrescentand

theRisingSun.The Hague& Bandung,

1958)を書いたが,現在は次第に19世紀以来

のインドネシア社会構造や,ひろ く東商アジ

ア全体の民族主義運動などに,幅広い 親心を

示 している｡イェ-ル大学図書館にもインド

ネシア関係の図書は相当数収められているが,

コ-ネルの収集ほどではないOイェ-ル付属

の HRAF(Human Relations AreaFiles)

から1964年に Survey ofWorld Cultures

のシリーズの 1巻 として, マクヴェイ女史

(RuthT.McVey)の編纂した ｢インドネシ

ア｣が刊行されたことは斯学の発展のために

喜びたい｡ これはインドネシアの政治 ･経済

･歴史 ･文化などに関する20-30ページ程度

の解説をそれぞれアメリカの一流専門家達が

執筆 したものである｡その他にも時 々インド

ネシアに関するモノグラフがイェ-ルの東南

アジア ･スタディーズから出版され,66年に

は ｢東南アジアと第二次世界大戦｣が世に出

た｡これは四つの論文を含み,そのうちアン

ダ-スンの論文は日本のインドネシア軍政に

闇するものである｡ (BenedictR.0'G.An-

derson,HJapan:̀TheLightofAsia,∫"Josef

Silverstein,ed.,SoutheastAsiainWorld

WarIZ:FourEssays.MonographSeries

No.7;NewHaven:SoutheastAsiaSttldies,

YaleUniversity,1966.pp.13-50.)しかし,
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概 して研究活動はそれほど活発ではなく,大

学院学生の中でもインドネシア専攻の者は比

較的少ない｡

コ-ネル大学の東南アジア ･プログラムは

1950年 に開設され, 国防および教育法 (Na-

tionalDefense and Education Act略称

NDEA)による国家の補助やロックフェラ-,

フォー ド,カ-ネギ-などの諸財団からのグ

ラントを得てさかんな活動を行なっている｡

ことに1957年以後,近代インドネシア ･プロ

ジェクト (ModernlndonesiaProject)が発

足し,主としてフォ- ド財団からのグラント

を受けて,図書収集,業績の出版,現地研究の

補助,教授の招洞などの諸事業を行なってい

る｡図書の収集については,イェ-ル,コ-

ネル等い くつかの大学がアメリカ国会図書館

から東南アジアのそれぞれの地域について図

書収集の責任を負わされているが,コ-ネル

はインドネシアの近刊図書を収集する義務を

負っている｡これはいうまでもなく過去の実

績によるもので,単一の機関としてこれに匹

敵するインドネシア関係文献の収集は,アメ

リカはもちろん,インドネシアにもオランダ

にもない｡ことに第二次大戦以後の部分は世

界一といえるが,オランダ植民地時代のもの

もかなりよく集められている｡

東南アジア ･プログラムの教授陣は非常な

多数に上るが,そのうち,インドネシアおよ

びマレーシア関係の専門家は現在次の通 りで

ある｡

政治学 GeorgeMcT.Kahin

BenedictR.0'G.Anderson

言語学 JohnM.Echols

JohnU.Wolff

文化人類学 JamesT.Siegel

歴史学 01iverW.Wolters

美術史 Stanley∫.0'Connor

なおコ-ネル大学は62年 4月以後,ロンドン
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大学の theSchoolofOrientalandAfrican

Studiesおよび theLondonSchoolofEco-

nomicsandPoliticalScienceと提携 し,い

わゆるコ-ネル ･ロンドン･プロジェクトを

推進しており,毎年互いに 1人ずつ交換教授

として出講することになっている｡インドネ

シア関係では歴史学のウォルタース教授が現

在ロンドンで教えている｡またこのプロジュ

クト以外にも,毎年少なくとも1人の教授を

招いており,67年秋学期にはサラワク博物館

長の Tom Harrissonが東南アジア島峡部の

考古学を講じている｡以上,いちおうインド

ネシアを専攻する教授達の名を列挙したが,

アメリカの大学の特色として必ず しもある地

域や学問分野にこだわることなく,セ ミナー

の席上や個人的な接触の機会に,常に活発な

意見の交換を行なっている点は大いに学ぶべ

きであろう｡彼 らの研究成果は多 くの場合,

CornellUniversityPressから出版されてお

り,ケーヒン教授の主著 ｢インドネシアにお

けるナショナリズムと革命｣などはその初期

の成果であるが,同じく彼が編集した ｢東南

アジアの政府と政治｣は64年に改訂版が出た｡

61年刊行のエコルズ ･シャディリ共著の ｢イ

アドネシア-英語辞典｣も63年に増補改訂さ

れている｡これらの書名についての詳細は板

垣氏の前掲書,または拙稿 ｢コ-ネル大学ア

ジア研究学部｣(『アジア経済』 3巻10号 pp.

74-75)を参照されたい｡ その他 最近数年間

に出版されたものを下に掲げる｡

(1) HerbertFeith,TheDeclineofCon-

StitutionalDemocracyin Indonesia.

Ithaca,1962.

(2) Selosoemardjan, SocialChange in

Jokjakarta.Ithaca,1962.

(3) RuthT.McVey,TheRiseofZndo-

nesianCommunism.Ithaca,1965.

(4) GeorgeMcT.Kahin& Soedjatmoko,

ed.,IntroductiontoIndonesianHisto-
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riograPhy.Ithaca,1964.

(5) 0.W.Wolters,EarlyIndonesianCom-

merce:AStudyoftheOriginsofSr言I

vljaya.Ithaca,1967.

(6) Koentjaraningrat,VillagesinIndo-

nesia.Ithaca,1967.

その大部分はコ-ネル大学に提出した学位論

文に加筆訂正 したもので,(3)はインドネシ

ア共産党成立の背景から1926-1927年のクー

デター失敗に至るまでの歴史を,国際共産主

義運動の動向との関連において克明に跡づけ

た力作,また(1)はインドネシア共和国成立以

級,スカルノの ｢指導された民主主義｣に至

る政治過程の研究であって,いずれもケーヒ

ンの労作をいっそう掘 り下げたものというこ

とが出来る｡その他,学生の学位論文やター

ム ･ペーパー,書 目および英語以外の重要文

吉の翻訳は,

(1) SoutheastAsiaProgram DataPapers

(2) ModernIndonesiaProjectPapers

a.Interim ReportSeries

b.MonographSeries

c.TranslationSeries

の各種に分けて,東南アジア ･プログラムで

謄写印刷されている.煩雑になるので一々書

名を挙げないが,極めてす ぐれた論文もこの

中に含まれ,学生達の研究活動を一番よく示
しているのはこの四つのシリーズであるよう

に思われる｡なお65年以来,同じく謄写印刷

で Indonesiaという雑誌が 年 2回発行 され

るようになり,純粋の学術論文の他に,多少

随筆風のものや,現地研究のノ- 卜などを載

せている｡

東南アジア ･プログラムの在籍学生数は80

人 くらいで,数年前に比 して増減はな く,翠

一地域としてはインドネシア専攻の者が圧倒

的に多い｡専門学科別では政治学が多 く,そ

れも第二次大戦中から現在に至る時期の研究

者が大部分であり,文化人類学がこれに次ぎ,

歴史学は非常に少なく,特に19世紀以前を研

究する者はほとんどいない｡従って文献によ

る研究とともにインタビューによる情報収集

に重きをお くのは当然であり,学位論文執筆

の前にフォー ド財団,コ-ネル ･ロンドン･

プロジェク ト等から研究補助金を得て,少な

くとも1年現地研究を行なうのが例となって

いる｡

現地研究のための入国が,その時々の政治

情勢によって左右されることは当然とはいい

ながら,アメリカ入学生のインドネシア入国

ほど短期間に大きな変化を経験 した例は少な

いであろう｡62年のオランダ ･インドネシア

両国間の紛争終結後,マレーシア連邦結成に

当たってスカルノ前大統領がこれを新植民地

主義と断じ,対決政策を採 ったことから,アメ

リカ入学生の入国は極度に困難となり,64年

頃から65年の9.30クーデター前後までの問は

新規入国はほとんど不可能であったOスカル

ノ失脚後その制限は次第に緩和され,67年 3

月のス-ル ト声明を経て,現在ではアメリカ

人の入国はむしろ62年以前よりいっそう容易

のように見受けられる｡この間にあって,ス

カルノニスバ ンドリオ路線に比較的理解のあ

ったコ-ネルの学生達は,クーデター直前の

頃にも他のアメリカの大学生に比 して入国が

容易であったが,今度の政権交代後はかえっ

て微妙な立場にあるとの見方もある｡事の当

否は別として,コ-ネルの現地研究者達が,

アメリカの地域研究の陥りがちな欠点を排 し

て,なるべ く現地社会にとけ込もうと努力し

ていることは高 く評価されてよい｡これを目

して単なるセンティメンタリズムとするのは

アメリカのみならず,ひろく世界のインドネ

シア研究にとって不幸であろう｡

】1

オランダ滞在は1964年 7月からほぼ2年間

であったが,特定の大学や研究所に籍を置か
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ずに,もっぱらコーネル大学に提出する論文

のための史料採集につとめた｡概して1945年

以後のインドネシアを研究するための資料は

アメリカのほうが豊富であるが,それ以前の,

ことに政府の公文書についていえば,当然オ

ランダのほうが圧倒的に多い｡従ってこの場

令,研究者について述べるより先に史料の所

在に触れるのが順序であろう｡(史学雑誌第76

編第 7号所載の拙稿 ｢オランダの文書館｣の

中でも文書の性質や分類について述べている

ので,詳しくはそれを参照されたい｡)

だいたいにおいて,桓民地関係のオランダ

公文書は,年代に即して三つの場所に収蔵さ

れている｡即ち (1)16世紀末のオランダ東洋

進出初期から1850年頃までの分は,--グの

国立中央文書館 ぐtalgemeenRijksarchief)

に,(2)1850年頃から1900年頃までの分はオ

ランダ中央部の小さな村,ス-ールスペルへ

ン (Schaarsbergen)にある国立文書館分室

に,(3)1900年以後の文書は,--グのオラ

ンダ内務省の文書室にある｡(2)だけが人里

離れた不便な場所にあるが,これは中央文書

館の文書が増加の一途をたどり,収納場所が

不足したための応急措置である｡(3)は1959

年の植民省解体とともに,そのまま内務省に

移管されて現在に至っているもので,翌60年

頃から整理に着手 し,わずか四,五年前から

閲覧が可能となった｡他の二つと異なり閲覧

には許可を必要とするが,現在の政治情勢に

大きな影響を及ぼし得るような文書は別とし

て,往年の秘密文書に至るまで見ることが出

来る｡とくに官庁文書(Departementsarchief)

と呼ばれる一連の文書は1900年から1959年に

至る歴代東インド総督からオランダ植民大臣

-の年次報告より成り,またインドネシア各

地域からの報告をそのまま収録 している場合

が多いので,はなはだ貴重な根本史料である｡

ただ残念なことに索引が極めて不備であり,

この膨大な文書を利用するには,あらかじめ
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研究主題を相当限定 しておく必要がある｡こ

れ以前の文書,特に前述の (1)については,

今まで日本人の研究者によってしばしば紹介

され,特に岩生成-氏の ｢オランダ束インド

会社の日本貿易史料｣(『社会経済史学』15巻

l早 pp.100-134)が最も詳しいので,ここ

では割愛する｡

内務省所蔵文書以外のまとまった公文書収

集といえば,アムステルダムの王立熱帯研究

所 (KoninklijklnstituutvoordeTropen)

の参考課 (Handboekerij)には,オランダ人

の地方長官たる Residentおよび Assistant-

Residentが退任時に記した覚え書 (Memorie

vanOvergave)が 相当数収 められている｡

このうち一部は内務省所蔵のものと重複する

が,相補 うものも多い｡

さて,これまで述べたのは公文書であるが,

個人文書のコレクションは公開のものだけで

も枚挙に暇がない｡例えば国立中央文書館に

は, 1910年 代の植民大臣 プレイテ (Th.B.

Pleijte)や同じ頃の東インド総督ファン ･リ

ンブルフ ･ステイルム (∫.P.van Limburg

Stirum)の授受した書簡類が収められており,

--グの ドクトル ･カイベル 財 団 (Doktor

KuyperStichting)には,やはり今世紀初頭

に総理大臣の職にあった カイベル (A.Ku-

yper)自身や,東インド総督,植民大臣等を

歴任したイーデンブルフ(A.F.Idenburg)の

私信類がたんねんに保管されている｡

また, 同じく--グ にあったが 現在はラ

イデンに 移転 した王立言語地理 民族 研究所

(KoninklijkInstituutvoordeTaa1-,Land-

enVolkenkunde) には, 1920年代に原住民

関係顧問官 (Adviseurvoordelnlandsche

Zaken)であったケルン (R.Kern) および

ホベ- (E.Gobee)が執筆,受領,または収

集した各種文書があり,20世紀のインドネシ

ア関係史料の宝庫ということが出来る｡

このように,未刊の公文書,私文書利用の
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道が開けているが,既に刊行済の史料集につ

いても言及しなければならない｡もともとオ

ランダの学者は史料集刊行に関心が深 く,煤

に19世紀後半から, ｢東インドにおけるオラ

ンダ支配の 起源｣, ｢オランダ領 インド法令

集｣,｢バクビヤ城 日誌｣など膨大な史料集が

刊行されている｡ (これらについては岩壁前

掲論文に詳 しい｡)これらの 史料集の 大半は

17世紀に関するものであるが,20世 紀 の 既

刊史料としては,遺徳政策の余波を受けて,

政府はしばしばインドネシア民衆の生活調査

や,地方行政の実態調査などを行ない,毎年

｢植民地報告｣(KoloniaalVerslag)を発

表するなど,同時代の史料が急増して くる｡

1918年に設立され,1942年の日本軍進攻の直

前まで存続 した国民会議の議事録 (Handeli-

ngenVolksraad)がある. 以上の刊行史料

は,アメリカでも例えばコーネル大学図書館

にかなり集まっているが,やはりオランダの

ほうがいっそう豊富であり,なかでも前述の

王立言言吾地理民族研究所とライデン大学図書

館が双壁であろう｡

最近の史料集刊行事業のLttで見逃すことの

出来ないのは,内務省に移管された旧植民省

文書を整理して覆刻しようとする1962年以降

の試みである｡ ユ トレヒト歴史学会が,ファ

ン･デル ･ヴァル博士 (S.L vanderWal)

に委託して,20世紀初頭以後1941年に至るオ

ランダ乗インド行政関係史料の編集を続けて

おり,現在までに既に3冊が刊行されている｡

S.L vanderWal,ed"Hetonderwijsbe-

leid in NederlandsJndib: 1900-1940.

Groningen, 1963.〔Uitgaven vandeCom一

missievoorBronnenpublicatiebetreffende

degeschiedenisvanNederlandsJndi61900

-1942 van het Historisch Genootschap

(gevestigd teUtrecht)No.1.IId.,De

Volksraad endeStaatkundigeontwl-kke-

1ingvanNederlandsch-India:eenbronne-

nPublicaiie.2 vols.Groningen,1964-65.

〔Uitgaven- N0.2,No.3〕

ヴァル氏は外務省官吏で,もと植民地行政

官僚の経歴を持ち,67年 9月からコール-I

ス氏 (W.Ph,Coolhaas)の後を 襲ってユ ト

レヒト大学歴史学科教授となった人である｡

本来の計画によれば全部で4冊の史料集が刊

行されて,67年末 頃 完 了 する予定で,第 1

冊は教育行政,第 2冊と第 3冊は 国 民 会 議

(Volksraad),未刊の第4冊 は ナショナリズ

ム諸団体に関する文書を収録することになっ

ている｡文書の大半は前述の内務省所蔵のも

のであるが,その他偶人所蔵文書も可能な限

り目を通し,必要なものはことごとく収録 し

てあり,20世紀のインドネシア史研究にとっ

て極めて有益な出版ということが出来る｡

さて,これらの豊富な史料を利用して,オ

ランダの学者達は, 過去 100年以上にわたり

歴史学,文学,文化人類学,社会学等の分野

に多 くの業績を残 してきた｡インドネシア研

究の場としては,最も古い伝統を誇るライデ

ンと植民地行政の実際的必要と結びついて生

まれたユ トレヒトの両大学の関係学科,それ

に最近活動のめざましいアムステルダム大学

を加えて三つの大学が挙げられよう｡研究所

もいくつかあり,まず前述のアムステルダム

の王立熱帯研究所 (これについては中村孝志

氏の紹介が 『アジア経済』 2巻 5号,pp.70

-71に載せられている)は,今までに 集めら

れた研究資料の維持に力を注ぎ,あまり新し

い活動は行なっていないように見える｡ハー

グの 社会問題研究所 (Instittlte Of Social

Studies)は1952年 に設立され, 主として低

開発地域の社会変動や経済発展などの実際的

な解決策の研究のため,各国の大学院レベル

の人々が留学 している｡セレベス社会調査な

どで知 られる H.Th.Chabot教授 もスタッ

フの1人ではあるが,とくにインドネシア地

域研究に力を入れている機関ではな い ｡
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アムステルダムの社会史研究所 (Instituut

voordeSocialeGeschiedenis)はオランダ

の社会主義者の著作および蔵書の収集で知ら

れているが,これはヨーロッパが中心で,イ

ンドネシアに 関しては J.E.Stokvisの数十

冊に及ぶインドネシア新聞のスクラップブッ

ク以外には特に見るべきものがない｡同市の

戦争記録研究所 (RijksinstituutvoorOor1-

0gsdocumentatie) は本国およびインドネシ

アにおける第二次大戦関係文書を集めており,

その主要部分が ｢日本占領下のオランダ領イ

ンド｣(NederlandschjndiaonderJaPanse
begetting:1942-1945.Franeker,1960.)と

して刊行された｡これは戦争経過および占領

政策についての貴重な史料集であるが,日本

語やインドネシア語の原史料をオランダ語に

翻訳 したものが多いために,その史料的価値

はやや滅ずるのが惜 しまれる｡

結局インドネシア研究者を数の上で最も多

く擁 しているのは,さきに述べた王立言語地

理民族研究所であろう｡この研究所の沿革と

研究業績については中村孝志氏の詳細な紹介

(｢オランダ の 東南アジア研究｣ 『東南アジ
ア研究』2巻 1号, pp.94-106.) があるの

で,1964年頃以後の事情について簡単に述べ

たい｡66年に,スマ トラ言語の専門家フォー

ルフ-フェ (P.Voorhoeve)が所長 を辞 し,

セレベス諸言語を専攻する ノールダイン (∫.

Noorduyn)がこれに代わった｡ 世界的に有

名な季刊の雑誌 BijdragentotdeTaal-,

L,and-enVolkenkundeは大分 昔日の権威

を失いながら現在も刊行されているが,言語

学や文学の論文が多 く,また必ず しもインド

ネシアのみを対象とするわけではない｡しか

し,極度に荒廃していた-ーグの建物から,

67年春 ライデン大学文学部の新庁舎に移転 し

たことにより,今後の清新な活動に期待する

ことが出来そうに思われる｡
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結局わたくLは約 7年の間隔をおいて2度

オランダに滞在 したことになるが,オランダ

のインドネシア研究はたしかに一つの転機を

迎えているように思われる｡1960年頃までほ,

中村氏の紹介にもあるごとく,オランダの学

界を一種の虚脱状態が支配 していた. しかし

オランダとインドネシア両国間の懸案たる西

イ リアンの帰属が1966年に解決して以来,マ

レーシアとの対決政策の最中ですら,両国の

間柄は急速に好転 し,正常な外交関係が締結

されるに至った｡この間の政情の変転をよそ

に,多年の研債の成果を世に問うたメイリン

ク ･ルーロフス女史の労作 M.A.P.Meilink-

Roelofsz, Asian Trade and European

ZnjluenceintheIndonesianArchipelago

between1500andAbout1630.TheHague,

1962.が世に出たのも同じ62年である｡従来

の植民史観にもあきたらず,またファン･ル

ール流のヨーロッパ人貿易の極端な過小評価

(J.C.van Leur,Indonesian Tradeand

Society.TheHague&Bandung,1962.)に

も承服し得ない著者が,最近利用可能となっ

た諸史料を駆使 して当時の貿易の大勢を実証

したもので,将来長 くこの分野における代表

的業績の一つとなるであろう｡

戦後20年以上を経た今 日,オランダ植民地

時代のインドネシアを知 らない若い世代が,

過去の植民史観に煩わされずにインドネシア

の歴史や社会を研究するようになっている事

実は注目 されてよい｡ なかでも アムステル

ダム大学の 社会学 教授ヴェル ト-イム (W.
Wertheim)氏を中心とする若い学者達の活

動はめざましく,その 1人であるインドネシ

ア人サル トノ (SartonoKartodirdjo)氏の,

19世紀のバ ンテンにおける農民反乱の研究は,

王立言語地理民族 研究所の Verhandelingen

の1冊として66年に刊行された｡氏は現在ジ

ョクジャカルタのガジャ･マダ大学の歴史学

科教授であり,この業績の発表は遂にインド
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ネシア史も地方史の精密な研究の段階に入っ

たことを感じさせる｡(SartonoKartodirdjo,

ThePeasants'ReuoltofBantentn18881

ItsConditions,CourseandSequel.lVer-

handelingen, Koninklijk lnstituut voor

deTaaト,Land-en Volkenkunde.〕The

Hague:Martin.usNijhoff,1966.)

その他ヴェル ト-イム氏の門下には,同じ

く19世紀 インドネシア史を 専攻する華僑 の

Th色SiauGiak氏や,インドネシア共産党の

前身たる Ⅰ.S.D.Ⅴ.(束インド社会民主主義

協会)についての研究を進めている社会史研

究所勤務の Tichelman氏など,インドネシ

ア研究の若い学徒は次第に増 しつつあり,そ

の学問上の関心は戦前の学者達ともはや全 く

異なったものとなっている｡また国交回復と

ともに,インドネシアからの留学生の数も急

激に増加しつつあるが,これは英語よりオラ

ンダ語のほうに年期を入れてきた30才以上の

世代が多い一方,革命後の学生生活を経てき

た世代にとっては,むしろオランダ語は英語

よりむつかしいと感じられているらしい｡

ライデン大学によって,またそこに依然と

して健在の C.C.Berg,Th.Pigeaudその他

の諸教授によって代表される戦前のインドネ

シア研究は,遂にオランダ人の後継者を得な

いように思われる｡それが柿 民国家の利告な

どに煩わされぬ,世界的水準の学問であった

ことを知るだけに,このような事態は情 しん

でもあまりあるが,今後オランダに起こるべ

きインドネシア研究はその空白を補うものと

なるであろう｡ (1967年10月 8口)
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